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告
示
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定

め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
平
成
三
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
二
十
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
細
目

告
示
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
細
目
告
示
」
と
い
う
。）」
を
「
旧
細
目
告
示
」
に
、「
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
」
を

「
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
実
施
要
領
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
（
第
七
項
第
一
号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
低
排
出
ガ

ス
車
認
定
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
（
粒
子
状

物
質
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
基
準
と
す
る
。

５

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
旧
細
目
告
示
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
イ
（
粒
子

状
物
質
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
基
準
又
は
適
用
関
係
告
示
第
二
十
八
条
第
百
八
項
の
基
準
と
す
る
。

６

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等

に
関
す
る
法
律
第
百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の

判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
同
法
第
百
五
十
一
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
と
す
る
。

一

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第

一
号
に
掲
げ
る
乗
用
自
動
車

乗
用
自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機

器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
八
条
第

八
号
に
掲
げ
る
貨
物
自
動
車

貨
物
自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機

器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
等
に
定
め
る
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

附
則
第
八
条
の
三
の
五
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
附
則
第
八
条
の
三
の
四
と
す
る
。

２

法
附
則
第
三
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定

め
る
告
示
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事

項
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
細
目
告
示
（
次
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
第
一
号

ロ
に
お
い
て
「
旧
細
目
告
示
」
と
い
う
。）第
四
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
の
基
準
又
は
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準
第
二
章
及
び
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
（
第
五
項
に
お
い
て

「
適
用
関
係
告
示
」
と
い
う
。）第
二
十
八
条
第
百
三
十
三
項
の
基
準
と
す
る
。

附
則
第
十
三
条
の
三
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
二
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
項
」に
、

「
同
条
第
二
十
四
項
若
し
く
は
第
二
十
五
項
」
を
「
同
条
第
二
十
二
項
若
し
く
は
第
二
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
二
十

三
項
又
は
第
二
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
又
は
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第

二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
又
は
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
一
項
又
は
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
の
表
第
二
項
の
項
及
び
第
三
項
の
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二

第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
九
項
」
に

改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
二
号
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第

九
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第

二
十
条
の
二
第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
十
条
の
二
第
二
十
三
項
」
に
、「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
九
項
」
を
「
附
則

第
三
十
四
条
の
二
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
十
項
」
を
「
附
則
第
三
十

四
条
の
二
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
三
条
の
四
第
三
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
」
に
改

め
る
。

附
則
第
二
十
二
条
の
二
第
五
項
中
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
二
十
二
条
の
三
の
見
出
し
及
び
同
条
中
「
附
則
第
三
十
一
条
第
七
項
」
を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
六
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
附
則
第
五
十
一
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合

次
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

次
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
附
則
第
五
十
一
条
第
四
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を

「
同
条
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
「
同
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
附
則

第
五
十
一
条
第
四
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中「
附
則
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二
号
」

を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
三
項
第
二
号
」
に
、「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
を
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
に
、「
附
則
第
五

十
一
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
附
則
第
三
十

一
条
第
五
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
四
項
第
三
号
」
に
、「
附
則
第
五
十
一
条
第
五
項
」
を
「
附
則
第
五

十
一
条
第
四
項
」
に
、「
附
則
第
三
十
一
条
第
五
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
附
則
第
五
十
一
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

次
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

次
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中

「
附
則
第
五
十
一
条
第
六
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
附
則
第
三
十
一
条
第
六
項

第
一
号
」
を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
五
項
第
一
号
」
に
、「
附
則
第
五
十
一
条
第
六
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
五

項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
附
則
第
三
十
一
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二
号
」
に
、「
附

則
第
五
十
一
条
第
六
項
」
を
「
附
則
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
を
削
る
。

附
則
第
二
十
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
附
則
第
三
十
二
条
の
二
」
を
「
附
則
第
三
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
附
則
第
三
十
二
条
第
二
項
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
イ
中
「
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
の
所
有
者
」
を
「
法
附
則
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
自
動
車
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
」
と
い
う
。）の
所
有
者
」

に
改
め
、「
又
は
第
四
百
四
十
四
条
第
一
項
」
を
削
り
、「
こ
れ
ら
の
規
定
」
を
「
同
項
」
に
、「
、
個
人
番
号
又
は
法
人

番
号
」
を
「
、
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
法
人
番
号
（
同
条
第
十
六
項
に
規

定
す
る
法
人
番
号
を
い
う
。
以
下
イ
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
当
該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
」
を
「
当

該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
当
該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
の

法
附
則
第
五
十
四
条
第
七
項
」
を
「
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
の
法
附
則
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
号
ニ
中
「
当
該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
が
法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
を
「
対
象
区

域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
が
法
附
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
」
に
、「
自
動
車
等
に
」
を
「
自
動
車
に
」に
改
め
、

同
号
ホ
中
「
当
該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
が
法
附
則
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
三
号
」
を
「
対
象
区

域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
が
法
附
則
第
五
十
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
自
動
車
等
に
」
を
「
自
動
車
に
」に
改
め
、

同
号
ヘ
中
「
当
該
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
」
を
「
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
」
に
、「
法
附
則
第

五
十
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
イ
若
し
く
は
第
三
号
イ
」
を
「
使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
二
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、「
引
取
業
者
」
の
下
に「（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
お
い

て
「
引
取
業
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ト
中
「
法
附
則
第
五
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
対
象
区
域
内
自
動

車
等
が
対
象
区
域
内
用
途
廃
止
等
自
動
車
等
」
を
「
対
象
区
域
内
自
動
車
（
法
附
則
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
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